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1　は　じ　め　に

動物用抗菌性物質製剤（抗菌剤）は，家畜の健康を守
り，安全な食品の安定生産を確保するうえで重要な資材
であるが，その使用により選択される薬剤耐性菌による
人の医療や獣医療での影響のリスクも常に存在してい
る．抗菌剤の使用に関しては，国際機関等で指針が作成
されており，OIEでは「獣医療における動物用抗菌剤
の責任ある慎重使用」が陸生動物衛生規約［1］として
定められ，Codexにおいても「抗菌性物質耐性の最小
化及び抑制のための実施規範」が定められている［2］．
わが国においても，「医薬品，医療機器等の品質，有効
性及び安全性の確保等に関する法律」（昭和 35 年法律
第 145 号）に基づく要指示医薬品制度や使用基準の設
定等により，抗菌剤の適正使用を進めてきているが，抗
菌剤の使用によるリスクを低減させるためには行政が取
り組むだけでなく，獣医師及び生産者等の関係者の責任
ある慎重使用の徹底が必要である．本稿では慎重使用の
ガイドラインの概要とともに，その普及のために作成し
たパンフレットやガイドブックについても紹介する．

2　慎重使用のガイドラインの概要

平成 25 年 12 月 24 日に「畜産物生産における動物用
抗菌性物質製剤の慎重使用に関する基本的な考え方」［3］
について通知が発出された．本通知は家畜での薬剤耐性
菌の選択及び伝播を極力抑えること，家畜から人への薬
剤耐性菌または薬剤耐性決定因子の伝播を抑え，人の医
療に使用する抗菌剤の有効性を維持すること及び家畜で
の抗菌剤の有効性を維持することを基本的な方針として
いる．すべての関係者が連携して法令及び用法・用量を
遵守し，使用上の注意に従って使用する「適正使用」に
加え，抗菌剤を使用すべきかどうかを十分考慮したうえ
で，抗菌剤の適正使用により最大限の効果をあげ，薬剤

耐性菌の選択を最小限に抑えるように使用する「慎重使
用」を推進することが，抗菌剤によるリスクの低減につ
ながる．この慎重使用を推進するためには，適切な飼養
衛生管理による感染症予防，適切な病性の把握及び診
断，抗菌剤の選択及び使用，関係者間の情報の共有が重
要なポイントとなる．

（1）適切な飼養衛生管理による感染症予防
家畜伝染病予防法（昭和 26 年法律第 166 号）の規定
に基づく飼養衛生管理基準の遵守を徹底することで飼養
衛生管理水準を向上させ，感染症の発生を予防すること
は，抗菌剤の使用機会を減らすことにつながり，薬剤耐
性菌の選択を抑制するうえできわめて重要な要素であ
る．対象家畜の特徴を考慮し，飼育環境の改善（畜舎内
の温度・湿度管理，換気等），適切なワクチン接種プロ
グラム，飼料の給与及び栄養管理についても定期的に確
認し生産者への指導に積極的に取り組んでいく必要があ
る．

（2）適切な病性の把握及び診断
生産者から患畜の発病について十分な聞き取りを行
い，必要に応じて採材し，原因病原体や感染状況等の病
性を的確に把握する必要がある．患畜の農場及びその周
辺地域における感染症の発生状況等の疫学情報を考慮し
て診断し，診察及び治療の経過については獣医師法（昭
和 24 年 6 月 1 日法律第 186 号）に基づき診療簿に記録
し保存する義務がある．“Evidence-based medicine”
の考え方に基づき，菌分離等により原因菌の特定に努め
て，確実な治療効果が得られる抗菌剤を選択できるよう
に薬剤感受性を確認し，科学的な根拠に基づき治療方
針を決定する［4］．
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る抗菌剤はごく少数の例外を除き使用基準が設定されて
おり，未承認薬の使用及び適応外使用は原則として行わ
ないこととされている．動物用医薬品及び医薬品の使用
の規制に関する省令（平成 25 年農林水産省令第 44 号）
の別表第 3（クロラムフェニコール，ニトロフラゾンま
たはマラカイトグリーンを有効成分とするもの）及び第
4（クロラムフェニコール，クロルプロマジンまたはメ
トロニダゾールを有効成分とするもの）並びに医薬品，
医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する
法律に基づく医薬品及び再生医療等製品の使用の禁止に

（3）抗菌剤の選択及び使用
抗菌剤による治療が必要であると判断された場合に
は，薬剤感受性試験の結果から有効な抗菌剤を選択す
る．抗菌剤の有効性を十分に発揮させるために，必要が
ある場合には補液等の対症療法を併用し患畜の症状の改
善・緩和を図る．抗菌剤は，可能な限り腸内細菌への曝
露が少ない投与経路の剤形のものを選び，動物用医薬品
として承認された用法・用量及び効能・効果に基づき，
使用禁止期間・休薬期間を考慮して適正に使用し，必要
最小限の投与期間での治療を行う．食用動物に使用され
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動物用ウェルメイト錠 100 犬，猫
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表　動物用抗菌性物質製剤のうち第二次選択薬として承認されている製剤一覧
平成 28 年 4 月 1 日現在

系統名 成分名 製　剤　名
承認 
がある 
畜種

系統名 成分名 製　剤　名
承認 
がある 
畜種
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もたらす場合，また使用禁止期間・休薬期間に影響を与
えるおそれがあることから極力避けるべきである．感染
症の原因菌が特定できず，最初の治療に用いた抗菌剤が
有効でなく，明らかに死亡率や罹患率の増加が認められ
るかまたは感染症が重症化した場合は相乗効果及び抗菌
スペクトルの拡大を期待した抗菌剤の併用が必要な場合
もあるが，この場合にも投与後の経過を詳細に把握し，
真に必要な抗菌剤のみを投与することが重要となる．抗
菌剤の投与後は治療効果を見極め，使用の継続や薬剤の
変更について判断する．

（4）関係者間の情報の共有
抗菌剤の責任ある慎重使用を徹底するために，獣医
師，家畜保健衛生所，製造販売業者，店舗販売業者及び
生産者等の関係者間で抗菌剤の使用について情報を共有
することが重要である．産学官連携のもと各関係機関の
ホームページには有用な情報が掲載され，外部リンクも
充実している．
診療地域における感染症の発生状況等，各地域に密着
した情報のほか，農林水産省，動物医薬品検査所及び各
都道府県の家畜保健衛生所等の関連公共機関や，各大
学・学会のホームページに掲載された情報についても参
考にしていただきたい．抗菌剤の使用状況・有効性及び

関する規定の適用を受けない場合を定める省令（平成
15 年農林水産省令第 70 号）の別表に掲げる成分（オラ
キンドックスほか 14 成分）については，人の健康に悪
影響を与える可能性がある成分として，食用動物への使
用が禁止されている．
第一次選択薬は感受性を示した抗菌剤の中で，できる
だけ抗菌スペクトルの狭い抗菌剤を選択すべきである．
人の医療で重要であることから第二次選択薬として承認
されているフルオロキノロン，第 3世代セファロスポリ
ン等（表）は，第一次選択薬が無効の場合のみの使用に
限定される．
またわが国において抗菌剤は原則として細菌感染症の
治療のみを効能として承認されており，予防を効能とす
る抗菌剤は承認されていない．予防目的の投与は，治療
目的の投与と比較し長期間にわたり多数の家畜への投与
となり薬剤耐性菌が選択される機会の増加につながる．
感染のおそれがある健康な家畜に対してあらかじめ抗菌
剤を投与することは極力避け，前述の（1）における感
染症予防を実施したうえで感染症が拡大する可能性が高
いと判断される場合に限り，獣医師の責任において厳格
に実施する必要がある．
抗菌剤の併用は，毒性の増強により副作用の出現を助
長したり，有効性を阻害するような薬理学的拮抗作用を

牛呼吸器病（病（BRDCC）牛
に

呼吸器病病（BRDC）牛呼
にににおける抗菌剤治療おおおおおおける抗菌剤治

ガイドブック

図 1　牛呼吸器病における抗菌剤治療ガイドブック（抜粋）
〈http://www.maf f.go.jp/nval/yakuzai/pdf/brdc_guidebook.pdf〉
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図 2　抗菌剤の慎重使用に関する獣医師向けパンフレット（抜粋）
〈http://www.maf f.go.jp/j/syouan/tikusui/yakuzi/pdf/vet_panf_prudent_use.pdf〉

Ø 薬剤耐性菌は獣医師、生産者、行政等が密に連携して取り組むべき課題
Ø 農林水産省は、食品安全委員会の評価を踏まえてリスク管理措置を実施
Ø リスク管理措置の実効性を確保する上で、獣医師と生産者の役割は重要

畜産物生産における動物用抗菌性物質製剤の
慎重使用に関する基本的な考え方の概要

背景

u家畜での薬剤耐性菌の選択・伝播を極力抑制
u家畜から人への薬剤耐性菌・薬剤耐性決定因子の伝播を抑
え、人の医療に使用する抗菌性物質製剤の有効性を維持

u家畜での抗菌剤の有効性を維持

① 適切な飼養衛生管理による感染症の予防
ü 感染症の予防が薬剤耐性菌を制御する上で極めて重要
ü 適切な飼養環境による健康維持とワクチンによる感染症の発生予防

② 適切な病性の把握と診断
ü 過去の感染症の発生状況などの疫学情報の把握
ü 獣医師の診察により原因菌を特定した上で治療方針を決定

③ 抗菌剤の選択と使用
ü 薬剤感受性試験を行った上で有効な抗菌剤を選択
ü フルオロキノロンなどの第二次選択薬は、第一次選択薬が無効の場
合にのみ使用

ü 未承認薬の使用、適応外使用は原則として行わない
ü 投与後の効果判定を実施し、必要に応じて抗菌剤を変更

④ 関係者間の情報の共有
ü 薬剤耐性菌の発現状況や抗菌剤の流通量等に関する情報を共有

－２－

抗菌剤の慎重使用

図 3　抗菌剤の慎重使用に関する生産者向けパンフレット
〈http://www.maf f.go.jp/j/syouan/tikusui/yakuzi/pdf/lastfarm.pdf〉

～畜産農家の皆様へ～ 抗菌剤を慎重に使用しましょう。

関係者が連携して抗菌剤の慎重使用に取り組むことが必要です。

（薬剤耐性菌が選択さ
● 抗菌剤は家畜の健康を守り、安全な食品を安定的に生産するための重要な資材です。
● 抗菌剤を家畜の病気の治療に使うと、薬剤耐性菌が生き残って増えることがあり
れる）、抗菌剤の効きが悪くなることがあります。

● また、薬剤耐性菌が食品などを介して人に感染した場合、人の病気の治療に使う
抗菌剤が、十分に効かなくなる可能性があります。

① 飼養環境を整え、家畜の健康を維持し、ワク
チンを使って感染症の発生を予防しましょう。

② 過去の感染症の発生状況を確認し、原因菌を
特定しましょう。

③ 抗菌剤を使用する場合は、まず、感受性試験
などを行い、有効な抗菌剤を選びましょう。

④ フルオロキノロン等の第二次選択薬(※2)を最
初の治療から使用するのは避けましょう。

⑤ 感染症や薬剤耐性菌の状況などに関する情報
を、関係者間で共有しましょう。

そのため・・・

♦家畜での薬剤耐性菌の選択と伝播を抑える。

家畜での抗菌剤の有効性を保つ。
人への薬剤耐性菌の伝播を抑え、人の治療
に使う抗菌剤(※1)の有効性を保つ。

目標

背景

（※1）フルオロキノロン、第３世代セファロスポリン、15
員環マクロライドなどは、人の医療で重要性が高いと
されています。

（※2）第二次選択薬として承認されている抗菌剤の成分や製
剤は、動物医薬品検査所 に掲載しています。

動薬検HP内で

獣医師、生産者、動物用医薬品業者、家畜保健衛生所 等

慎重使用の具体的な取組

農林水産省 消費・安全局 畜水産安全管理課

第二次選択薬 製剤一覧 検索索

Ø

Ø
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薬剤感受性の情報については，動物医薬品検査所のホー
ムページに全国的な薬剤耐性に関する情報として，食用
動物における抗菌剤の使用量調査結果［5］や家畜由来
細菌の薬剤耐性モニタリング（JVARM）の結果［6］が
公表されている．感染症の予防及び治療に関する情報と
しては，家畜共済における抗菌性物質の使用指針［7］
や，抗菌性物質薬剤耐性評価情報整備事業において作成
された牛呼吸器病（BRDC）における抗菌剤治療ガイド
ブック（図 1）が農林水産省及び動物医薬品検査所の
ホームページに掲載されている．
また抗菌剤の薬物動態の情報や抗菌剤の使用に当たっ
ての注意事項については各製造販売業者のホームページ
のほか，動物用医薬品等データベース［8］及び副作用
情報データベース［9］についても活用し，情報共有の
一助としていただきたい．

3　お　わ　り　に

慎重使用の考え方は，ワンヘルスの観点から人医療及
び獣医療が連携して進める薬剤耐性（AMR）対策にお
いても，非常に大きな役割を担う．畜産分野における責
任ある慎重使用の徹底に関する基本的な考え方を広く普
及させ，推進するために農林水産省消費・安全局は，獣
医師向け及び生産者向けのパンフレット（図 2，3）を
作成し，各担当者への配布及びホームページへの掲載等
の普及活動を動物医薬品検査所をはじめ各都道府県の家
畜保健衛生所等の関係機関も実施しているところであ
る．抗菌剤の使用により選択される薬剤耐性菌に係るリ
スクを低減するうえで，不必要な抗菌剤の使用を止める
というきわめて常識的な原則を関係者一人一人が責任を
持って実践していくことが，今後の畜産分野の発展にも
つながることを十分に理解していただきたい．
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